
した、積 進やDV防止啓発など、様々な分野での男女共同参画を推進する

極的な取り組みが重要となっている。 。また、男女共同参画推進委員会の意見を聞きながら、上戸田

DV防止については、関係機関との連携を密にし、適確に対応す 地域交流センターとの連携を密にし、あらゆる場に合わせた、

る必要がある。 より効果的で多様な事業を、積極的に行えるよう検討していく

。

審議会等の女性委員割合については、職員の理解を深めていくなど、更に努力を要する状況

にある。女性人材リストは、条例の趣旨に鑑み、審議会への参加を中心としたリストに見直

Ｃ
したことにより登録人数が減少したが、登録数の増加や活用促進に向け、周知を行なってい

く。戸田市男女共同参画推進条例・第五次計画により、積極的な事業展開に努めていく。

平成３０年度は、大幅な見直しが必要と考えられる計画策定に係る委託業務が一時的に増加

した。男女共同参画推進条例を踏まえた第五次計画の策定により、附属機関の意見を聞きな

→ がら、積極的な事業展開が求められ、更に一部講座を移行した上戸田地域交流センターへの

継続的な働きかけが必要であるため、人員・予算の維持が必要である。

広く市民が男女共同参画の重要性を理解し、ともに男女共同参画社会の実現を目指すため、着実に継続的な取り組みを行っていく必要があ

る。平成２８年度に制定した男女共同参画推進条例や平成３０年度策定した第五次男女共同参画計画に基づき、更なる市民の意識改革や向

上を図るため、上戸田地域交流センターとも連携しながら、より積極的に啓発活動や多様な事業を推進していく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和元年 5月28日 作成者名 後藤　英明 評価者名 安部　孝良

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
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進捗状況
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（↑増加、→維持、↓削減） 説　明
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07 人が集い心ふれあうまち 市民生活部・協働推進課

02 男女共同参画社会

74 男女共同参画の推進

　男女それぞれの立場からお互いを尊重し、責任を分かち合い、性別に関係なく、社会のあらゆる分野において活躍するこ

とができるようにします。

男女共同参画推進事業

審議会等の女性委員の割合 審議会等の女性委員の割合
％ 40 30 29.3 27.9 28.4

DVに関する啓発 DVに関する様々な啓発数
回 10 7 10 17 21

女性人材リストの人数 男女共同参画人材リストの登録人数
人 250 94 94 29 28

新たに制定した男女共同参画推進条例に基づき、家庭や学校、 推進の基本となる男女共同参画推進条例を制定したことから、

職場などあらゆる場に合わせた普及啓発等の取り組みについて 条例の周知に合わせた啓発事業を引き続き実施していく。新た

、より意識が高まるような工夫を凝らした実施が課題となって に条例を踏まえ策定した第５次戸田市男女共同参画計画に基づ

いる。講座等の開催や情報提供等の取り組みについては、新た き、着実な事業進捗を図りながら、性的マイノリティの理解促

な拠点となっている上戸田地域交流センターを中心と
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

01 男女共同参画推進事業　（協働推進課）

男女共同参画推進事業

任
意

5,042 男女共同参画推進条
0

2,838 例の制定により、積

１ ○ Ｂ Ａ Ａ Ａ １ ○ Ａ01 01 02 01 20 01 01 2,838 極的に啓発活動等を

「第五次戸田市男女共同参画 2,838 充実させていく必要 0

計画」に沿って、啓発活動や 15,693 がある。

H30決算額 R1予算額 R2計画額 R2予算額

計（千円） 事業費 5,042 2,838 2,838 0

うち一般財源 5,042 2,838 2,838 0

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　

戸

６その他見直し

７令和

田

2年度で終了 ８令和元

市

年度で終了 ９平成30

施

年度で終了
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